
「
２
０
２
５
年
」
問
題
に
つ
い
て

　

日
本
の
高
齢
化
は
こ
の
20
年
で
急
速
に

進
展
し
て
お
り
、
団
塊
世
代
が
全
て
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
化

率
が
30
％
を
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
際
、
全
国
で
は
お
よ
そ
２

５
０
万
人
の
介
護
職
員
が
必
要
と
推
計
さ

れ
、
こ
の
ま
ま
だ
と
介
護
職
員
の
供
給
が

間
に
合
わ
ず
、
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
諮
問
機
関
の
社
会
保
障

審
議
会
福
祉
部
会
福
祉
人
材
確
保
専
門
委

員
会
に
お
い
て
、
今
後
の
介
護
人
材
確
保

に
つ
い
て
の
検
討（
平
成
27
年
）が
な
さ
れ
、

そ
の
中
で
今
後
、
高
齢
化
・
複
雑
化
す
る

介
護
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
質

の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
中
核
的
な

役
割
を
果
た
す
の
は
介
護
福
祉
士
と
明
確

に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
課
題
に
「
求

職
者
の
減
少
対
策
」「
雇
用
条
件
の
改
善
」

「
福
祉
へ
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
」

「
高
齢
者
層
の
就
労
支
援
」「
若
年
層
へ
の

理
解
促
進
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
材
確
保
対
策
の
３
つ
の
柱

　
「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
に
向
け
た
介
護
人
材

確
保
策
の
３
つ
の
視
点
に
は
①
離
職
し
た

介
護
職
員
を
介
護
現
場
に
呼
び
戻
す
②
新

規
参
入
促
進
③
現
場
で
働
く
介
護
人
材
の

定
着
を
促
進
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
対
策
に
は
、
①
に
つ
い
て
は
▽
再

就
職
準
備
金
の
貸
付
、
離
職
し
た
介
護
人

材
の
届
出
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。
②
に
つ
い

て
は
▽
介
護
福
祉
士
を
目
指
す
学
生
へ
の

学
費
貸
付
の
拡
充
。
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
う
中
高
年
齢
者
へ
の
入
門
的
研
修
・
職

場
体
験
の
実
施
等
。
③
に
つ
い
て
は
▽
雇

用
管
理
改
善
の
推
進
▽
介
護
施
設
等
事
業

所
内
保
育
施
設
の
設
置
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
推
進
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

福
祉
・
介
護
人
材
確
保
の
課
題

　

本
県
に
お
け
る
福
祉
・
介
護
人
材
の
確

保
に
関
す
る
課
題
に
は
、
次
の
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
（
県
の
福
祉
介
護
人
材
の
確
保
育
成
に

関
す
る
基
本
的
な
指
針
よ
り
）。

　

①
今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
に

あ
っ
て
、
地
域
で
支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
福
祉
・
介
護
人
材
に

つ
い
て
は
、
量
的
に
も
質
的
に
も
、
さ
ら

に
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

②
福
祉
・
介
護
分
野
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
の
た
め
、
様
々
な
媒
体
を
活
用
し
た
広

報
活
動
を
行
う
ほ
か
、
福
祉
・
介
護
の
現

場
を
見
学
・
体
験
す
る
機
会
を
設
け
る
な

ど
に
よ
り
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
の
重
要

性
や
や
り
が
い
等
に
つ
い
て
の
理
解
促
進

な
ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

③
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
の
た
め
、
新

た
な
就
労
者
の
参
入
促
進
や
離
職
者
の
減

少
、
潜
在
的
有
資
格
者
の
就
労
復
帰
を
図

り
、
福
祉
・
介
護
の
職
場
で
安
心
し
て
や

り
が
い
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

雇
用
形
態
や
給
与
水
準
、
職
場
環
境
の
改

善
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

④
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
高
齢
や
障
が
い

な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
活
動
の
な
か
に
学

習
機
会
を
取
り
入
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会

活
動
や
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
の
中
で
実

践
す
る
な
ど
、
学
校
現
場
と
も
連
携
し
、

福
祉
の
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

⑤
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
、
多
様
な

採
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
連
携
し
て
、
効
果
的

な
採
用
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

岩手県福祉人材センター統計一覧（年度別）

２3 年度 ２4 年度 ２５ 年度 ２６ 年度 ２7 年度 ２8 年 １２ 月

求人
新規求人数（人数） 3,５２8 4,２44 4,47１ ５,33１ ５,０3５ 3,7２3
有効求人数（人数）（平均） 7１8 947 １,０38 １,２49 １,１8２ 8６8

求職
新規求職者数 １,3５２ １,3１６ １,339 １,２０５ １,０4１ 77０
有効求職者数（平均） 4２２ 374 3６9 333 ２６６ ２０２

有効求人倍率（平均） １.7０ ２.５５ ２.79 3.8０ 4.５５ 3.２7
紹介数 473 398 34６ ２9０ 3２8 １99
採用人数 １６9 ２０4 １78 １89 ２２０ １8０

相談
件数

求人相談 ２,4５１ 3,9０9 3,7６５ 4,５34 4,６79 3,7０7
求職相談 4,０39 4,１4１ 3,２77 3,333 3,１６０ ２,２9６
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0

500

1,000

1,500
（倍） （人） （人）

23年度　24年度　25年度　26年度　27年度　28年12月

登録人数・割合
性別 登録人数 割合
男性 ２7５ ２５％
女性 8２7 7５％
計 １,１０２ １００%

希望雇用形態 登録人数 割合
正職員 ５０8 4６%
常勤

（正職員以外） １7２ １６%
非常勤・パート ２7６ ２５%

不問 １4６ １3%
計 １,１０２ １００%

潜在有資格者再就職講座（盛岡）

有効求人倍率の推移 有効求職者数の推移 有効求人数の推移
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「介護職ゼロ」に向けた介護人材確保策の

3本柱（厚生労働省）

岩手県福祉人材センターの主要事業一覧（平成 ２8 年度）
（福祉人材研修部）

対　象 事業名 内　容

学　
生

小学校

福祉のしごと紹介
事業

「出前講座」

就
職
総
合
フ
ェ
ア
・
出
張
相
談
会
・
仕
事
体
験

【人材確保・育成】
　サービス提供の担い手となる福祉人材の
確保・育成が喫緊の課題となっており、小
学生・中学生・高校生やその保護者・進路
指導教員等に、福祉の仕事の魅力を伝え、
福祉への関心を高めてもらうことにより、
福祉・介護分野への進路選択につなげるこ
とを目的として「福祉のしごと紹介事業（出
前講座）」を実施

中学校

高等学校

専門学校
人材センター
ガイダンス

【広報啓発】
　福祉業界の現状と求められる人材像。今
後の就活及び岩手県福祉人材センターの利
用方法をアドバイス。

短大
大学

一　
般

無資格者
就労支援
ワンポイントミニ
講座

【マッチング支援】
　介護業界の現状や履歴書・職務経歴書な
ど応募書類作成に係る留意事項等を学ぶ機
会を提供するとともに、施設・事業所の求
人担当者などによる、「求める人物像や面
接で重視するポイント等」に係る講話を通
じて、就労支援することを目的に開催。

潜在有資格者 再就職支援講座

【マッチング支援】
　現在介護関係の資格を有しながら介護
サービス分野に従事していない方々を対象
として、介護業界の現状や介護技術を確認
する講習を行い、再就職を支援することを
目的に開催。

従事者 事業所合同研修会

【人材確保・育成】
　無資格者や経験の浅い職員が比較的多
く、研修の機会も少ないことから、小規模
事業所の職員に合同で研修を受講する機会
を提供することにより、介護職員のスキル
アップを図ることを目的として実施

一
般
・
学
生

就職総合フェア
小規模事業所合同
面談会

【人材確保・育成】
　県内全域を対象とした総合フェアを盛岡
市で 2 回。
　求職者に身近な地域の小規模事業所の魅
力を理解してもらい、就職に結びつけるこ
とを目的として、地域ごとに小規模事業所
に限定した就職面談会を開催

介護のしごと体験

【マッチング支援】
　就職希望者が抱くイメージと実際の職場
との間に生じるギャップが、就職への不安
や早期離職の一因となっている。
　就職希望者の円滑な就業を支援するた
め、介護職場において日常的な業務等につ
いて体験の機会を提供することにより、就
労意欲を喚起するとともに、業務内容や自
分の適性、職場の雰囲気やサービス内容な
どの理解を深めてもらうことを目的に実施。

一　
般

介護職員養成
研修受講者

人材センタ－
ガイダンス

【広報啓発】
　福祉業界の現状と求められる人材像。今
後の就活にアドバイス。及び岩手県福祉人
材センターの利用方法。

社会福祉施設
従事者

① 福祉従事者新任職員
研修会の開催

② 福祉従事者リーダー
職員研修会の開催

③ 社会福祉施設リスク
マネジメント研修

【人材確保・育成】
　社会福祉従事者としての心構えや資質を
高めるとともに、現場実践に必要な基礎知
識・技術等の向上。

① 介護支援専門員実務
研修受講試験準備講
習会

② 介護福祉士国家試験
受験対策講習会

【人材確保・育成】登録
　国家資格等取得のための講習により、
もって県内の質の高い専門的な福祉人材の
養成を図る。

介護職員実務者研修通
信課程事業

【資格取得講習会】
　介護福祉士国家試験受験に必須となる本
研修のスクーリング運営を行う。
　通信課程実施主体は、全国社会福祉協議
会中央福祉学院。

福祉人材センタ－（盛岡市）を含め、平成 21 年度からキャリア支援員を配置（現在は、5 拠点
7 名）。
平成 23 年度からは岩手県保育士・保育所支援センタ－も開所し、潜在保育士の再就職に取り組
んでいる。

離職した介護職員を介護現場に呼び戻す
離職者のうち再就業者年間 14 万人をUP↑
●�介護現場での即戦力となる人材の確保

新規参入促進
新規入職者：年間 20 万人をUP↑

●�学生を増やし将来の中核となる職員を確保
●�介護未経験の地域住民の介護分野への参入を
促進し、多様な人材の確保

現場で働く介護人材の定着を促進
離職率 16.6％をDOWN↓

●�より長く働くことができ、バランスの取れた
職員構成となる

　

最
新
の
求
人
デ
ー
タ
ー
で
は
介
護
職
や

看
護
職
を
中
心
に
求
人
難
の
状
況
が
続
い

て
お
り
、
岩
手
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の

平
成
28
年
12
月
末
現
在
の
有
効
求
人
倍
率

は
３
・
27
倍
（
前
年
同
月
4
・
19
倍
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
全
国
的
に

も
同
様
で
、
平
成
23
年
か
ら
有
効
求
人
倍

率
は
２
倍
を
超
え
、
現
在
平
均
で
３
倍
と

い
う
高
止
ま
り
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
都
道
府
県
別
統
計

（
平
成
27
年
度
）
に
よ
る
と
、
岩
手
県
の
採

用
人
数
は
２
２
０
人
と
北
海
道
・
東
北
で

ト
ッ
プ
に
あ
り
、
全
国
的
に
見
て
も
14
番

目
と
高
い
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
不
足
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
高
齢
者
施
設
・
事
業
所
で
は
早

期
離
職
防
止
や
定
着
促
進
の
た
め
▽
労
働

環
境
の
見
直
し
▽
成
果
や
能
力
に
応
じ
た

給
与
体
系
▽
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の

職
場
内
研
修
▽
資
格
取
得
の
支
援
▽
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
な
ど
に
取

り
組
み
、
環
境
整
備
や
諸
制
度
も
通
勤
や

施
設
な
ど
の
諸
手
当
の
支
給
、
資
格
取
得

へ
の
助
成
制
度
を
整
え
、
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
人
材
確
保
の
た
め
の
取
組

　

岩
手
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後

の
人
材
確
保
の
た
め
の
取
組
と
し
て

▽
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
29

年
4
月
か
ら
新
た
に
介
護
福
祉
士
等
離
職

時
の
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
届
出

制
度
に
つ
い
て
の
取
組
。

▽
無
料
職
業
紹
介
事
業
、
就
職
総
合
フ
ェ

ア
（
年
２
回
）
開
催
、
小
中
高
へ
の
出
前

講
座
、
高
年
齢
者
層
の
就
労
促
進
を
推
進
。

▽
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
（
出

張
相
談
、
再
就
職
支
援
講
座
、
小
規
模
事

業
所
面
接
会
）
の
推
進
。

▽
岩
手
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
の
取
組（
潜
在
保
育
士
へ
の
再
就
職
支

援
、保
育
園
見
学
会
、情
報
交
換
の
た
め
の

保
育
士
カ
フ
ェ
）、な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
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福 祉・ 介 護 人 材 を 確 保 す る た め に
　

介
護
福
祉
の
現
場
で
は
養
成
校
卒
業
者
の

力
量
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
が
、
全
国
的
に

養
成
校
の
定
員
割
れ
が
続
い
て
い
ま
す
。
当

校
で
は
知
識
、
技
術
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け

さ
せ
、本
人
の
能
力
や
適
性
、強
み
を
見
極
め
、

そ
れ
を
就
職
に
活
か
す
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

未
だ
に
「
き
つ
い
労
働
」「
３
K
」
な
ど
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人
が
い
る
こ
と
は
悲

し
む
べ
き
こ
と
で
す
。
介
護
福
祉
士
も
看
護

師
同
様
に
社
会
的
認
知
度
、
社
会
的
地
位
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
、
養
成
校
で

は
各
学
校
独
自
の
カ
ラ
ー
を
打
ち
出
し
、
従

来
の
介
護
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
す
る
努
力
を
し

て
い
ま
す
。

　

卒
業
生
に
は
こ
れ
か
ら
の
福
祉
の
イ
メ
ー

ジ
を
変
え
て
い
く
気
概
と
、
資
格
者
と
し
て

こ
れ
か
ら
の
福
祉
を
支
え
て
い
く
と
い
う
高
い

意
識
を
持
ち
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

※
３
月
に
卒
業
式
を
迎
え
る
介
護
福
祉
科
２
年

生
4
人
の
声

　
「
進
路
の
き
っ
か
け
は
小
中
学
校
の
頃
の
施
設

見
学
や
介
護
福
祉
講
演
な
ど
か
ら
。
３
K
イ
メ
ー

ジ
を
払
し
ょ
く
さ
せ
、
福
祉
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
の
も
私
た
ち
の
役
割
の
ひ
と
つ
。
一
般
企

業
に
比
べ
て
も
処
遇
に
は
不
足
は
な
く
、
就
活
時

の
着
眼
点
は
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

良
好
、
働
き
続
け
ら
れ
る
処
遇
や
労
働
条
件
が

整
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
福
祉
科
薬
業
科
の
渡
辺
公
治
専
任
教
員

は
「
今
春
、
26
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
す
。

介
護
現
場
で
は
新
人
教
育
に
手
が
回
ら
な
い
場
面

も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
倫
理
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

連
携
、
自
立
な
ど
を
実
践
的
に
学
び
、
い
ず
れ
は

中
核
的
役
割
を
果
た
す
介
護
福
祉
士
に
」
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

気
仙
地
域
の
医
療
・
介
護
福
祉
を

担
う
た
め
に

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
あ
る
大
船

渡
・
陸
前
高
田
市
に
拠
点
を
置
く
医
療
法
人

と
し
て
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
併
設
型
の
老
健
施
設
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
所
等
を
運
営
す
る
な
ど
、
抱
え
る
事

業
所
数
も
多
く
、
人
材
確
保
が
課
題
の
一
つ
で

す
。
職
員
数
（
10
代
〜
70
代
）
は
正
規
（
約

３
７
０
人
）
及
び
パ
ー
ト
・
臨
時
職
員
を
合
わ

せ
て
4
９
０
名
体
制
で
す
。

　

法
人
で
は
１
日
約
８
０
０
人
の
患
者
様
・

利
用
者
様
に
対
応
し
て
お
り
、
医
療
・
介
護

両
面
の
人
材
の
不
足
が
課
題
で
す
。
常
時
、

介
助
補
助
員
や
運
転
手
と
し
て
高
年
齢
者
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

人
材
確
保
と
育
成
に
つ
い
て
は
中
期
的
視

定員数を大幅に縮小
介護イメージの改善

職業能力開発で
即戦力となる人材を

北日本医療福祉専門学校
介護福祉科�薬業科
豊嶋由美子 副校長補佐

医療法人勝久会 法人事務局の皆様
公益財団法人
介護労働安定センター
三浦克之 岩手支部支部長

介護職員実務研修を受講する方々

卒業予定の学生 ₄ 人と中央が渡辺専任
教員

野
と
総
合
力
で
働
き
や
す
い
労
務
環
境
を
整

備
し
、
処
遇
や
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
納
得

性
を
高
め
て
頂
き
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
能

力
を
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
雇
用
に
つ
い
て
は
正
規
や

パ
ー
ト
職
員
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
人
が
働
き

や
す
い
形
態
で
採
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

週
１
回
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
を
設
け
て
い

る
ほ
か
、
新
人
職
員
を
対
象
と
し
た
早
期
の

離
職
防
止
と
職
場
定
着
の
た
め
に
半
年
毎
に

面
接
で
要
望
を
聞
き
、
不
安
を
解
消
し
た
り
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
に
新
人
指
導
担
当
者

と
面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
年
齢
層
及
び
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
ほ
か
、

老
健
施
設
で
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
候
補
生
の

外
国
国
籍
（
20
代
）
の
職
員
３
名
が
戦
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
国
家
試
験
準
備
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
員
に
は
常
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
保
っ
て
頂
き
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
大

切
に
し
た
「
人
財
」
育
成
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
ま
す
。
岩
手
県
で
は
２
０
３
０
年
に
３
人
に

１
人
が
60
歳
以
上
と
な
り
ま
す
。
行
政
を
含

め
て
、
気
仙
地
域
の
若
い
人
た
ち
が
魅
力
を

感
じ
る
医
療
と
介
護
を
一
体
的
に
融
合
さ
せ

た
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
が
当
面
の
課
題
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
介
護
労
働
に
関
す
る
総
合

支
援
機
関
と
し
て
雇
用
管
理
の
改
善
、
職
業

能
力
の
開
発
、
介
護
関
係
機
関
と
の
連
携
等

の
事
業
を
担
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
介
護
人
材

の
教
育
訓
練
等
に
つ
い
て
は
、
介
護
に
必
要
な

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
や
資
格
取
得
研
修
を
は

じ
め
、
介
護
福
祉
士
取
得
に
必
要
と
さ
れ
る

介
護
職
員
実
務
者
研
修
を
開
催
し
、
就
職
ま

で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
先
の
介
護
労

働
講
習
（
実
務
者
研
修
含
み
）
で
は
、
受
講

者
32
人
中
、
就
職
内
定
者
は
31
人
。
年
代
は
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　福祉・介護サービスへのニーズが増大する中で、福祉職の希望者の減少、県内養成校の入学希望者の定員割れ、福祉従事者
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岩手県立大船渡高等学校　定時制課程
伊勢勤子 進路指導主事

（中央が伊勢進路指導主事）

20
歳
代
〜
60
歳
代
（
平
均
42
歳
）
の
方
々
で
、

県
内
就
職
率
は
97
％
で
す
。
修
了
者
は
実
務

経
験
３
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
、
介
護
福
祉

士
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
、
介
護

現
場
の
即
戦
力
と
な
り
ま
す
。
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
就
職
フ
ェ
ア
、
小
規
模
事
業
所
面
談

会
な
ど
の
ほ
か
、
多
く
の
有
益
な
情
報
を
い

た
だ
き
、
一
層
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

　

な
お
、
セ
ン
タ
ー
本
部
が
ま
と
め
た
「
全

国
介
護
労
働
実
態
調
査
（
平
成
27
年
度
）」
結

果
で
は
▽
仕
事
を
選
ん
だ
理
由
は
？
と
い
う

問
い
か
け
に
「
働
き
が
い
が
あ
る
仕
事
と
思
っ

た
か
ら
」
が
52
・
２
％
と
あ
る
よ
う
に
、「
や

り
が
い
」
を
感
じ
て
い
る
多
く
の
職
員
が
い
る

中
で
、
当
セ
ン
タ
ー
や
関
連
機
関
と
連
携
し

て
介
護
の
仕
事
の
魅
力
を
も
っ
と
発
信
す
る

必
要
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
離
職
の
防
止
策
と
し
て
、
事
業
所
と

職
員
の
信
頼
関
係
、
職
員
の
や
る
気
を
構
築

す
る
お
手
伝
い
を
通
じ
て
、
優
秀
な
人
材
確

保
の
一
助
と
な
る
べ
く
、
雇
用
管
理
事
業
の
充

実
を
図
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
次
第
で
す
。

　

※
30
名
の
受
講
者
と
共
に
半
年
に
及
ぶ
「
介
護

職
員
実
務
者
研
修
」
を
受
講
中
の
K
さ
ん
は
「
大

学
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
で
福
祉
関
係
を
研

究
後
、
一
般
企
業
に
勤
務
し
た
。
こ
の
業
界
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
な
り
、
よ
り
人
間
的
な
介
護
福

祉
の
あ
り
方
を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

マ
イ
ナ
ス
面
を
プ
ラ
ス
に
転
換
し
、
社
会
に
発
信

し
た
い
」
と
意
欲
的
。

　

H
さ
ん
は「
子
ど
も
３
人
、親
の
介
護
に
あ
た
っ

て
お
り
、
福
祉
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
。
介
護
福

祉
士
は
人
の
命
に
か
か
わ
る
仕
事
だ
け
に
専
門
性

を
高
め
、
そ
の
専
門
性
を
伝
え
て
い
く
存
在
に
な

り
た
い
。
就
職
に
つ
い
て
は
勤
務
希
望
の
施
設
が

あ
る
。
年
代
の
違
う
同
期
生
と
は
、
し
あ
わ
せ
感

を
感
じ
る
介
護
福
祉
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
も

あ
る
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
す
。

20代～70代までの
幅広い年齢層を雇用

㈱文化タクシー
小規模多機能ホーム・グループ
　ホームポランの広場いなせ
菅原牧男 管理者

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
宿
泊
サ
ー
ビ
ス

と
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
、
現
在
、

正
規
職
員
14
人
、
派
遣
・
非
正
規
職
員
５
人

が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
現
在
の
利
用
者
数
は

多
機
能
ホ
ー
ム
５
人
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
９
人
。

離
職
率
は
約
15
％
で
定
着
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

常
時
、
経
験
・
資
格
不
要
で
職
員
を
募
集

し
、
採
用
者
は
原
則
、
介
護
職
員
初
任
研
修

を
受
講
（
受
講
費
は
法
人
が
負
担
）
し
て
い

ま
す
。
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
希
望
を
伺
い
、

例
え
ば
夜
勤
専
門
や
短
時
間
勤
務
も
可
能
で

す
。
職
員
は
20
歳
代
〜
70
歳
代
と
幅
広
い
年

齢
層
で
、
う
ち
男
性
職
員
（
40
〜
50
代
）
は

８
名
、
皆
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
業
務
に

励
ん
で
い
ま
す
。
職
員
が
達
成
感
を
も
っ
て
働

く
に
は
、
意
見
を
出
し
や
す
い
風
通
し
の
よ
い

楽
し
い
職
場
環
境
が
大
切
で
す
。

　

※
パ
ー
ト
で
勤
務
す
る
Ａ
子
さ
ん
の
声

　
「
子
育
て
勤
務
を
希
望
し
、
知
人
を
通
じ
て
奥

州
市
の
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
リ
ア
支
援
員
に

相
談
。セ
ン
タ
ー
は
親
身
に
な
っ
て
情
報
を
提
供
。

人
材
セ
ン
タ
ー
主
催
の
就
職
面
談
会
、
仕
事
体
験

を
経
て
採
用
と
な
り
、
勤
務
時
間
も
希
望
に
応
じ

て
調
整
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
」。

定
時
制
高
校
か
ら
毎
年
１
〜
２
名

が
就
職

　

本
校
生
徒
数
は
20
名
。
う
ち
今
春
4
年
生

３
名
、
３
年
生
２
名
が
卒
業
し
ま
す
。
う
ち

毎
年
１
〜
２
名
が
福
祉
施
設
に
就
職
し
て
い

ま
す
。
近
年
、
定
時
制
で
学
ぶ
生
徒
の
生
活

背
景
は
様
々
で
す
。
約
７
、
８
割
の
生
徒
が

日
中
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

生活科学科の
約 1割の生徒が就職

岩手県立水沢農業高等学校
森田絵里 教諭

　

当
校
（
生
徒
数
２
２
4
名
）
は
平
成
26
年

ま
で
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
し

た
が
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
履
修
時
間
が
変
わ
り
、

福
祉
学
習
時
間
は
減
少
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
資
格
取
得
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生

活
科
学
科
（
定
員
40
名
）
福
祉
専
攻
で
は
、

社
会
福
祉
基
礎
や
課
題
研
究
を
通
し
て
主
に

高
齢
者
に
重
点
を
置
い
た
授
業
を
行
い
、
３

年
時
に
は
施
設
実
習
の
ほ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

要
請
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

約
１
割
の
生
徒
が
、
奥
州
市
な
ど
の
介
護

施
設
に
就
職
し
た
り
、
専
門
学
校
へ
進
学
し

て
い
ま
す
。

　

福
祉
現
場
で
は
即
戦
力
が
必
要
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
人
が
働
き
や
す
い
柔
軟
な
雇
用

形
態
や
勤
務
形
態
を
整
え
て
頂
く
な
ど
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
配
慮
が
必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
施
設
で
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
生
徒
も
お
り
、

高
校
卒
業
後
の
就
職
に
つ
な
げ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
希
望
の
職
種
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
が
夜
間
定
時
制
の
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
、
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
福
祉
の

し
ご
と
紹
介
事
業
（
出
前
講
座
）」
で
福
祉
に

携
わ
る
方
の
お
話
を
お
聞
き
し
、
福
祉
施
設

の
見
学
も
行
っ
て
い
ま
す
。
人
材
セ
ン
タ
ー
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
員
の
方
か
ら
福
祉
関
係
の
情

報
提
供
を
受
け
た
り
、
生
徒
と
面
談
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

※
今
春
と
来
春
卒
業
予
定
の
生
徒
の
声

　

M
さ
ん
は
出
前
講
座
を
聞
い
て
「
お
年
寄
り
に

恩
返
し
を
す
る
」と
い
う
言
葉
に
感
動
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
経
験
し
、
今
春
か
ら
老

人
ホ
ー
ム
で
働
き
始
め
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

K
さ
ん
は
昨
年
4
月
か
ら
パ
ー
ト
職
員
と
し
て

老
人
ホ
ー
ム
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
勤
務
先
の

モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
や
さ
し
い
心
、
や
さ
し
い
笑

顔
、
や
さ
し
い
あ
い
さ
つ
」
を
心
掛
け
て
生
活
し

て
い
ま
す
。
人
生
経
験
を
活
か
し
た
介
護
福
祉
士

に
な
り
た
い
で
す
。
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